
 

 

 

 

 

 

 

 令和３年６月２４日（木）に、旧黄柳野小学校で、令和３年度鳳来南部地域活動交付金事業採択審査会が行われま

した。審査会では、各申請団体が、申請書だけでは伝わらない事業に対する思いなどを説明し、審査員である地域協

議会委員からの質疑の後、採点が行われました。 

今年度は４団体より申請があり、審査の結果、全ての団体の事業が採択されました。 

日頃から地域のために尽力していただいていますが、採択された事業が実施されることにより、鳳来南部地域内の

課題解決や活性化につながっていくことを期待したいと思います。 

採択された地域活動交付金事業は下記のとおりです。ぜひ皆様も各団体の活動にご参加やご協力をお願いします。 
単位：千円 ※順不同 

団体名 事業名 
事業費 
全体額 

交付 
決定額 

事 業 概 要 

すすめの学校 

代表 原田和通 

生活感のある美しい

田舎への道・４ 
164 １５０ 

耕作放棄地の解消および地域の環境美化を目的とする。
今年度の活動交付金では、県道沿いや空地・耕作放棄地
となっている箇所の草刈りを中心に活動し、地域の景観
を守る。また、地域農業者が高齢化しているため、負担
がかかる農作業の補助を行うことで、地域住民と協力し
地域の農業を守る。 

柿本城武将隊 

代表 荘田末雄 
柿本城址歴史再発見 117 117 

柿本城址や満光寺をはじめとした地域内の歴史や伝説を
伝承すると共に、地元愛を深め、楽しく話せる共通の話
題を持ち、地域の活性化に繋がる活力となる活動を行う。
今年度の活動交付金では、令和５年に放送予定である大
河ドラマに関連した案内看板の作成と継続事業として柿
本城址の整備を行うことで、地域の活性化に繋げる。 

黄柳川小学校共育

運営協議会 

代表 生田洋人 

郷土読本「ふるさと

の名所や昔話の地を

歩こう」（仮）作り

を通して、ふるさと

を愛する心を育てる

事業 

282 280 

地域と学校が協働する事業を計画し、地域に活力を与え
郷土愛を育むことにつなげる。今年度の活動交付金では、
子どもたちが地域の名所・史跡・昔話・伝説をもとに現
地へ行き、郷土読本「ふるさとの名所や昔話の地を歩こ
う」を作成し、全戸に配布することで、多くの方が郷土
読本を手に散策に出かけ、ふるさとの魅力を再発見する
ことを目的とする。 

山吉田ヘボ愛好会 

代表 仲原澄夫 

昆虫食（ヘボ）のPR

と継承 
59 30 

地域の文化である昆虫食（ヘボめし）をPRし、地域の
特産品として商品化を目指す。今年度の活動交付金では、
「ヘボ追い」で採って育てたクロスズメバチを道の駅鳳
来三河三石へ提供し、期間限定販売することで、地域の
方々だけでなく、市外の方々へ昆虫食（ヘボ）を広める。 

 

 

 

  

大規模災害等に備え地域の防災リーダーを育成するため、この事業により平成30年度と令和元年度の2カ年で８名

の防災士が誕生しました。今年度は3名の資格取得の予算を確保しています。資格取得を希望される方は、各地区の

区長さんを通じ、８月1３日（金）までに鳳来南部自治振興事務所まで申込書をご提出ください。なお、応募多数の

場合は地区バランスを考慮し、決定させていただきますのでご了承ください。 

 

応募要件：令和３年11月1３日（土）1４日（日）の両日、名古屋市内で行われる研修会及び試験に参加すること

が可能であること。※講習代は市が負担します。旅費は市の基準により、後日支給されます。 

     ：資格取得後は、地域の防災・減災のために貢献すること。 

※防災士についての詳細は「日本防災士機構」のホームページをご覧ください。 

鳳来南部地域協議会だより 
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令和３年度の鳳来南部地域活動交付金事業が決定しました！ 

 

地域人材育成事業（防災士）候補者の募集について 

 

 

 

 

裏面もご覧ください。 
 



 

 

 
 
 
平成31年3月、地域の皆さんが安心して快適に住み続けることができ、ますます地域が活性化するよ

うに、鳳来南部地域計画「山よし 田よし 住むによし」を策定しました。計画の推進にあたっては、それ
ぞれ地域の皆さん個人や、伍組、組、区、地域で活躍される団体が主体となり担っていただき、そのコーデ
ィネートや手助け役として、鳳来南部地域計画推進組織が設置されました。 
地域計画推進組織は、山吉田まちづくり会議委員を中心に組織され、４つの基本目標に基づき、地域の課

題解決や活性化のための取り組み方法、地域計画の推進方法について協議しています。 
 
 
 

地域計画は、鳳来南部地域で、今後も安心して快適に暮らしていくため、地域自らが地域の将来を考え、
課題解決や地域活性化のための「道しるべ」として策定するものです。 
鳳来南部地域計画の計画期間は、令和元年度（2019）から令和10年度（2028）までの10年間です。 

計画期間を前期（３年以内に取り組む事業）、中期（６年以内に取り組む事業）、後期（10年以内に取り
組む事業）に分け、概ね3年ごとに見直しを行います。 

山よし 田よし 住むによし ～人と自然と歴史･文化がふれあう 元気なまち～ 

先人から引き継いだ広大な森林と優良な田畑を将来にわたって守っていくとともに、昔から地域にある自
然や歴史資源、受け継がれた伝統文化を活かしながら、活気あふれる地域を目指す一方で、全ての住民の皆
さんが、住み慣れたこの鳳来南部地域で、共に助け合い、安全安心な暮らしを存続させていきたいという願
いを込めています。 

 
 

 
地域計画を推進し目標を達成していくためには、まず第一に計画内容に対して、個人や家庭でできること、

所属している組織や団体でできることを認識し、継続して事業や活動に取り組んでいきます。 
鳳来南部地域には、すでに様々な分野で活躍されている組織や団体が多く存在します。それぞれが継続

性・発展性を持って今後も活動し、その分野ごとの役割を担っていただくことで、計画を推進していきたい
と考えます。 

新規に取り組む事業は、山吉田区会や地域協議会で話し合い、まちづくり推進体制を整え、そのコーディ

ネートにより、新たな組織や活動団体の立ち上げに協力するほか、進捗状況の把握や実施計画内容の見直し

を行っていきます。 

 

令和3年度山吉田まちづくり会議委員   会長：柴田有庸  副会長：原田志守也、松井康浩 

№ 地区・団体名 氏 名 備考 № 地区・団体名 氏 名 備考 

１ 新 戸 梅田 隆雄 ２年目 １１ 上吉田（川上） 西田 豊 3年目 

２ 柿 本 内山 智 １年目 １２ 竹ノ輪（東） 鈴木 重幸 2年目 

３ 五 反 田 原田 志守也 3年目 １３ 竹ノ輪（西） 田中 勉 1年目 

４ 定 国 松井 康浩 2年目 １４ 多 利 野 河田 真一 2年目 

５ 紺 東 岩井 和幸 １年目 １５ 黄柳野（上） 菅谷 正明 3年目 

６ 紺 西 柴田 有庸 3年目 １６ 黄柳野（下） 戸田 浩人 2年目 

７ 山 中 松井 典幸 １年目 １７ 鳳来中 PTA 手塚 登紀子 毎年交代 

８ 上吉田（矢田） 田中 健司 １年目 １８ 黄柳川小 PTA 岩田 常明 毎年交代 

９ 上吉田（松沢） 田中 広志 3年目 １９ 消 防 団 藤原 啓祐 毎年交代 

１０ 上吉田（中平） 肥田 英則 3年目 ２０ 公 民 館 田中 重則 毎年交代 

「鳳来南部地域計画推進組織」を紹介します。 

地域計画について 

計画の推進体制 


